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発明の概要 

2018年9月分注目特許 No.2 

特徴 

 関連分野  ケミカル、電気機械、エネルギー 

業務用機械 気体の利用率向上が可能な気体導入装置 

代表図 

 気体の利用率を向上させつつ気体を導入すること
が可能な気体導入装置と気体導入方法 

 従来技術では気泡は多孔質構造体の側面の孔
を通って多孔質構造体から外部へ漏れだし、気体
の利用率の低下が生じる。 

 本発明の気体導入装置では、気体供給部が構造
体の下端に接触している場合は、気泡は液体とと
もに、構造体の内部を通って、上方へ輸送されるの
で、構造体の側面から気泡が漏れ出ることが抑制
される。構造体の上方へ輸送された液体は、開口
部を通って保持部の外に流れ出る。液体の連続的
な循環が可能になるため多孔質の構造体の下方
から供給された第２の気体が構造体を迂回するこ
とを防ぎ、気体の利用率を向上させることができる。 

１：気体導入装置 
１０：槽 
２０：保持部 
２１：開口部 
３０：第１の気体供給部 
３１：第１の気体 
４０：第２の気体供給部 
４１：第２の気体 
１００：液体、 
２００：構造体 



  応用の可能性 

など 

炭素固定装置 アンモニア合成装置 



  応用の可能性/活用企業例/最新動向 

本ページの情報は2018年11月時点において事務局が調査を行った結果に基づきます。 

アイ‘エムセップ株式会社の本発明に関する最新動向 

・同社ホームページには本件特許に関連する情報の掲載は見られないが、同社が出願した特許につ
いては一覧（http://www.imsep.co.jp/patent.html）が掲載されている。本件特許に関連する製品につい
ての記載は見受けられない。 

応用の可能性 

・炭素固定装置 

・アンモニア合成装置 

など 

など ・高圧システム株式会社 

本技術の活用が見込める企業の一例 

・日揮株式会社 

・愛知電機株式会社 

・三菱ケミカル株式会社 

・三菱重工業株式会社 

・株式会社神戸製鋼所 

・株式会社島津製作所 

・日本CCS調査株式会社 

・株式会社東芝 

http://www.imsep.co.jp/patent.html
http://www.imsep.co.jp/patent.html

